
（単位：円）

全体 一般会計
後期高齢者

医療特別会計
全体 一般会計

後期高齢者
医療特別会計

【資産の部】 【負債の部】

固定資産 0 0 0 固定負債 － － －

有形固定資産 － － － 地方債 － － －

事業用資産 － － － 長期未払金 － － －

土地 － － － 退職手当引当金 － － －

立木竹 － － － 損失補償等引当金 － － －

建物 － － － その他 － － －

建物減価償却累計額 － － － 流動負債 76,846 76,846 0

工作物 － － － 1年内償還予定地方債 － － －

工作物減価償却累計額 － － － 未払金 － － －

船舶 － － － 未払費用 － － －

船舶減価償却累計額 － － － 前受金 － － －

浮標等 － － － 前受収益 － － －

浮標等減価償却累計額 － － － 賞与等引当金 － － －

航空機 － － － 預り金 76,846 76,846 －

航空機減価償却累計額 － － － その他 － － －

その他 － － － 76,846 76,846 0

その他減価償却累計額 － － － 【純資産の部】

建設仮勘定 － － － 固定資産等形成分 5,979,330,493 － 5,979,330,493

インフラ資産 － － － 余剰分（不足分） 27,972,230,024 41,757,474 27,930,472,550

土地 － － －

建物 － － －

建物減価償却累計額 － － －

工作物 － － －

工作物減価償却累計額 － － －

その他 － － －

その他減価償却累計額 － － －

建設仮勘定 － － －

物品 － － －

物品減価償却累計額 － － －

無形固定資産 － － －

ソフトウェア － － －

その他 － － －

投資その他の資産 0 0 0

投資及び出資金 － － －

有価証券 － － －

出資金 － － －

その他 － － －

投資損失引当金 － － －

長期延滞債権 － － －

長期貸付金 － － －

基金 － － －

減債基金 － － －

その他 － － －

その他 － － －

徴収不能引当金 － － －

流動資産 33,951,637,363 41,834,320 33,909,803,043

現金預金 27,972,068,774 41,834,320 27,930,234,454

未収金 238,096 － 238,096

短期貸付金 － － －

基金 5,979,330,493 － 5,979,330,493

運営安定化基金 5,979,330,493 － 5,979,330,493

財政調整基金 － － －

棚卸資産 － － －

その他 － － －

徴収不能引当金 － － － 33,951,560,517 41,757,474 33,909,803,043

33,951,637,363 41,834,320 33,909,803,043 33,951,637,363 41,834,320 33,909,803,043

純資産合計

資産合計 負債及び純資産合計

【様式第１号】

貸借対照表
（平成30年3月31日現在）

科目
金額 金額

負債合計

科目



（単位：円）

全体 一般会計
後期高齢者

医療特別会計
経常費用 713,867,620,431 353,502,875 713,514,117,556

業務費用 △ 3,085,049,234 74,491,972 △ 3,159,541,206

人件費 12,638,419 3,747,295 8,891,124

職員給与費 5,744,168 3,549,295 2,194,873

賞与等引当金繰入額 － － －

退職手当引当金繰入額 － － －

その他 6,894,251 198,000 6,696,251

物件費等 2,581,113,396 70,744,677 2,510,368,719

物件費 2,581,113,396 70,744,677 2,510,368,719

維持補修費 － － －

減価償却費 － － －

その他 － － －

その他の業務費用 △ 5,678,801,049 － △ 5,678,801,049

支払利息 － － －

徴収不能引当金繰入額 － － －

その他 △ 5,678,801,049 － △ 5,678,801,049

移転費用 716,952,669,665 279,010,903 716,673,658,762

補助金等 716,952,669,665 279,010,903 716,673,658,762

社会保障給付 － － －

他会計への繰出金 － － －

その他 － － －

経常収益 △ 477,394,812 463,068 △ 477,857,880

使用料及び手数料 － － －

その他 △ 477,394,812 463,068 △ 477,857,880

純経常行政コスト △ 714,345,015,243 △ 353,039,807 △ 713,991,975,436

臨時損失 0 0 0

災害復旧事業費 － － －

資産除売却損 － － －

投資損失引当金繰入額 － － －

損失補償等引当金繰入額 － － －

その他 － － －

臨時利益 － － －

資産売却益 － － －

その他 － － －

純行政コスト △ 714,345,015,243 △ 353,039,807 △ 713,991,975,436

【様式第２号】

行政コスト計算書
自　平成２９年４月　１日
至　平成３０年３月３１日

科目
金額



(単位：円）

後期高齢者
医療特別会計

前年度末純資産残高 22,358,917,409 72,378,281 22,286,539,128

純行政コスト（△） △ 714,345,015,243 △ 353,039,807 △ 713,991,975,436

財源 725,937,658,351 322,419,000 725,615,239,351

税収等 416,597,166,411 321,286,000 416,275,880,411

国県等補助金 309,340,491,940 1,133,000 309,339,358,940

本年度差額 11,592,643,108 △ 30,620,807 11,623,263,915

固定資産等の変動（内部変動）

有形固定資産等の増加

有形固定資産等の減少

貸付金・基金等の増加

貸付金・基金等の減少

資産評価差額 － － －

無償所管換等 － － －

その他 － － －

本年度純資産変動額 11,592,643,108 △ 30,620,807 11,623,263,915

本年度末純資産残高 33,951,560,517 41,757,474 33,909,803,043

【様式第３号】

純資産変動計算書
自　　平成２９年４月　１日

至　　平成３０年３月３１日

科目 全体 一般会計



(単位：円）

全体 一般会計
後期高齢者

医療特別会計
【業務活動収支】

業務支出 730,962,911,868 353,502,875 730,609,408,993
業務費用支出 14,010,242,203 74,491,972 13,935,750,231

人件費支出 12,638,419 3,747,295 8,891,124
物件費等支出 2,581,113,396 70,744,677 2,510,368,719
支払利息支出 － － －
その他の支出 11,416,490,388 0 11,416,490,388

移転費用支出 716,952,669,665 279,010,903 716,673,658,762
補助金等支出 716,952,669,665 279,010,903 716,673,658,762
社会保障給付支出 － － －
他会計への繰出支出 － － －
その他の支出 － － －

業務収入 727,098,971,494 322,882,068 726,776,089,426
税収等収入 416,597,166,411 321,286,000 416,275,880,411
国県等補助金収入 309,340,491,940 1,133,000 309,339,358,940
使用料及び手数料収入 － － －
その他の収入 1,161,313,143 463,068 1,160,850,075

臨時支出 － － －
臨時収入 － － －

業務活動収支 △ 3,863,940,374 △ 30,620,807 △ 3,833,319,567
【投資活動収支】

投資活動支出 56,093,426 52,507,979 3,585,447
公共施設等整備費支出 － － －
基金積立金支出 56,093,426 52,507,979 3,585,447
投資及び出資金支出 － － －
貸付金支出 － － －
その他の支出 － － －

投資活動収入 52,507,979 52,507,979 －
国県等補助金収入 － － －
基金取崩収入 52,507,979 52,507,979 0
貸付金元金回収収入 － － －
資産売却収入 － － －
その他の収入 － － －

投資活動収支 △ 3,585,447 0 △ 3,585,447
【財務活動収支】

財務活動支出 － － －
地方債償還支出 － － －
その他の支出 － － －

財務活動収入 － － －
地方債発行収入 － － －
その他の収入 － － －

財務活動収支 － － －
△ 3,867,525,821 △ 30,620,807 △ 3,836,905,014

31,839,517,749 72,378,281 31,767,139,468
27,971,991,928 41,757,474 27,930,234,454

前年度末歳計外現金残高 91,948 91,948 －
本年度歳計外現金増減額 △ 15,102 △ 15,102 －
本年度末歳計外現金残高 76,846 76,846 －
本年度末現金預金残高 27,972,068,774 41,834,320 27,930,234,454

本年度資金収支額
前年度末資金残高
本年度末資金残高

【様式第４号】

資金収支計算書
自　　平成２９年４月　１日

至　　平成３０年３月３１日

科目
金額



1  

福岡県後期高齢者医療広域連合一般会計等財務書類における注記 

当会計年度 平成２９年４月１日から平成３０年３月３１日 

 

1 重要な会計方針 

(1) 有形固定資産及び無形固定資産の評価基準及び評価方法 

当会計年度における資産はありません。 

(2) 有価証券及び出資金の評価基準及び評価方法 

  当会計年度における有価証券及び出資金はありません。 

(3) 棚卸資産の評価基準及び評価方法 

  当会計年度における棚卸資産はありません。 

(4) 有形固定資産等の減価償却の方法 

  当会計年度における有形固定資産等の減価償却はありません。 

(5) 引当金の計上基準及び算定方法 

 徴収不能引当金 

長期延滞債権については、不納欠損処理を行っていないため計上していません。 

(6) リース取引の処理方法 

① ファイナンス・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

② オペレーティング・リース取引 

通常の賃貸借取引に係る方法に準じた会計処理を行っています。 

(7) 資金収支計算書における資金の範囲 

現金（手許現金及び要求払預金）及び現金同等物（出納整理期間中の取引により発生する資金の受

払いも含む。） 

(8) その他財務書類作成のための基本となる重要な事項 

① 物品及びソフトウェアの計上基準 

物品については、取得価額又は見積価格が 100万円以上の場合に資産として計上しています。 

ソフトウェアについても物品の取扱いに準じています。 

ただし、当会計年度における資産はありません。 

② 会計間の相殺方法 

会計間の繰入繰出を相殺消去した金額で表示しています。 

③ 消費税及び地方消費税の会計処理 

税込方式によっています。 

 

2 重要な会計方針の変更等 

平成２９年度より国庫支出金等の精算額について、未計上としました。 

 

3 重要な後発事象 

該当する事象はありません。 

 

4 偶発債務 

当会計年度末においては、現実の債務ではないが、将来、一定の条件を満たすような事態が生じた場合に 

債務となるものはありません。 



2  

5 追加情報 

(1) 財務書類の内容を理解するために必要と認められる事項 

① 一般会計等財務書類の対象範囲は次のとおりです。

一般会計 

後期高齢者医療特別会計 

②  地方自治法第 235 条の 5 に基づき出納整理期間が設けられている会計においては、出納整理期

間における現金の受払い等を終了した後の計数をもって会計年度末の計数としています。 

③ 地方自治法第２３３条の規定に基づく決算情報との関連性 

    ストック情報（資産・負債）や現金支出を伴わないコストを発生主義で認識しています。 

(2) 貸借対照表に係る事項 

当会計年度より統一的な基準により作成を行なっています。 

(3) 行政コスト計算書に係る事項 

当会計年度より統一的な基準により作成を行なっています。 

(4) 純資産変動計算書に係る事項 

純資産における固定資産等形成分及び余剰分（不足分）の内容 

① 固定資産等形成分 

固定資産の額に流動資産における基金を加えた額を計上しています。 

② 余剰分（不足分） 

純資産合計額のうち、固定資産等形成分を差し引いた金額を計上しています。 

(5) 資金収支計算書に係る事項 

① 基礎的財政収支 △３，８６７，５２６千円 

② 資金収支計算書の業務活動収支と純資産変動計算書の本年度差額との差額の内訳 

 資金収支計算書 

業務活動収支 △３，８６３，９４１千円 

投資活動収入の国県等補助金収入  － 

減価償却費 － 

賞与等引当金繰入額（増減額） － 

退職手当引当金繰入額（増減額） － 

徴収不能引当金繰入額（増減額）    － 

資産除売却益（損） － 

純資産変動計算書の本年度差額 １１，５９２，６４４千円 

③  一時借入金 

当会計年度における一時借入金の借入れはありません。 

なお、一時借入金の限度額及び利子額は次のとおりです。 

一時借入金の限度額（一般会計） １０，０００千円 

一時借入金の限度額（後期高齢者医療特別会計）１５，０００，０００千円 

 


	h29_zaimu_syohyo
	注記表



